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私
が
会
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、

世
間
で
は
ま
だ
療
養
病
床
へ
の
風
当
た
り
が

強
く
、
ま
る
で
無
駄
の
象
徴
の
よ
う
に
削
減

対
策
の
真
っ
最
中
で
し
た
。
し
か
し
私
は
そ

の
よ
う
な
風
潮
を
が
ら
り
と
変
え
慢
性
期
医

療
の
必
要
性
と
重
要
性
を
認
め
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

急
性
期
病
院
の
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
化

が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
2
0
2
5
年
に
は
年

間
高
齢
患
者
数
が
現
状
の
2
倍
以
上
に
増
加

す
る
と
の
予
想
が
あ
り
ま
す
。
療
養
病
床
を

増
や
し
て
急
性
期
治
療
後
の
回
復
期
・
慢
性

期
患
者
を
受
入
れ
る
体
制
を
整
え
な
い
限
り
、

特
に
高
齢
患
者
の
Q
O
L
と
地
域
復
帰
は

望
め
ま
せ
ん
。
良
質
な
慢
性
期
医
療
の
提
供

な
く
し
て
日
本
の
医
療
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

1942年大阪市生まれ。66年岐阜
県立医科大学卒業。徳島大学大学
院医学専攻科を修了し、徳島大学
医学部第三内科勤務後、84年博愛
記念病院を開設。2008年より、日
本慢性期医療協会会長を務める。
社会福祉法人平成記念会理事長、
医療法人平成博愛会理事長、徳島
県慢性期医療協会会長、各種公的
委員会委員など幅広く活躍。
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新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
で

社
会
を
元
気
に

生
ま
れ
る
！

医
療
生
活

サ
ー
ビ
ス

「
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
待
っ
て
い
た
。
本
当
に
大
助
か
り
」。

多
様
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
、
今
、
社
会
を
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
着
々
と
進
む
医
療
・
介
護
分
野
で
は
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
数
多
く
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

Q1
糖尿病を

自分で管理するの、
大変です……

Q2
退院後もリハビリを
続けられるところ、
ないですか？

Q3
家族一緒に
旅行を思いきり
楽しみたい！

Q4
社員がもっと
いきいきと働ける
職場をつくるには？

世
界
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化

が
進
む
日
本

│
。
医
療
や
介
護
分
野

に
対
す
る
関
心
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

大
き
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
し
、

産
業
と
い
う
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
応

え
て
い
く
か
。
ニ
ー
ズ
と
い
う
切
り
口

か
ら
、
構
造
変
化
を
と
ら
え
る
と
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
誕
生
の
新
た
な
可
能
性
が
見

え
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
。
在

宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
医
療
機
関
も
安
心
で
す
。
あ
る

い
は
疾
病
や
介
護
の
予
防
。
自
分
に
合

っ
た
運
動
指
導
や
食
事
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
れ
ば
、
持
病
が
悪
化
す
る
リ
ス

ク
を
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
「
医
療
や
介
護
の
周
辺
に

あ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
」
と
い
う
の

が
、
今
回
紹
介
す
る
「
医
療
生
活
産

業
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

「
医
療
・
介
護
周
辺
サ
ー
ビ
ス
産
業
創

出
調
査
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。
全
国
各

地
で
民
間
の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め

て
い
ま
す
。

防
・
管
理
」「
リ
ハ
ビ
リ
・
介
護

予
防
」「
介
護
・
慢
性
期
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
」「
分
野
横
断
」
の

4
分
野
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
は

調
査
事
業
の
枠
組
み
は
「
疾
病
予

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
始

め
て
い
る
の
か
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

経
済
産
業
省
で
は
昨
年
度
か
ら

業
分
野
に
は
、
既
存
の
枠
組
み

医
療
生
活
産
業
が
想
定
す
る
事

す
。
さ
ら
に
増
え
て
い
く
は
ず
で

で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
埋
も

れ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業

が
す
で
に
着
手
し
始
め
て

い
る
健
康
関
連
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
の
需
要
は
、
今
後

専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を



04METI Journal05 METI Journal

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
で

社
会
を
元
気
に

生
ま
れ
る
！

医
療
生
活

サ
ー
ビ
ス

「
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
待
っ
て
い
た
。
本
当
に
大
助
か
り
」。

多
様
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
、
今
、
社
会
を
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
着
々
と
進
む
医
療
・
介
護
分
野
で
は
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
数
多
く
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

Q1
糖尿病を

自分で管理するの、
大変です……

Q2
退院後もリハビリを
続けられるところ、
ないですか？

Q3
家族一緒に
旅行を思いきり
楽しみたい！

Q4
社員がもっと
いきいきと働ける
職場をつくるには？

世
界
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化

が
進
む
日
本

│
。
医
療
や
介
護
分
野

に
対
す
る
関
心
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

大
き
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
し
、

産
業
と
い
う
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
応

え
て
い
く
か
。
ニ
ー
ズ
と
い
う
切
り
口

か
ら
、
構
造
変
化
を
と
ら
え
る
と
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
誕
生
の
新
た
な
可
能
性
が
見

え
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
。
在

宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
医
療
機
関
も
安
心
で
す
。
あ
る

い
は
疾
病
や
介
護
の
予
防
。
自
分
に
合

っ
た
運
動
指
導
や
食
事
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
れ
ば
、
持
病
が
悪
化
す
る
リ
ス

ク
を
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
「
医
療
や
介
護
の
周
辺
に

あ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
」
と
い
う
の

が
、
今
回
紹
介
す
る
「
医
療
生
活
産

業
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

「
医
療
・
介
護
周
辺
サ
ー
ビ
ス
産
業
創

出
調
査
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。
全
国
各

地
で
民
間
の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め

て
い
ま
す
。

防
・
管
理
」「
リ
ハ
ビ
リ
・
介
護

予
防
」「
介
護
・
慢
性
期
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
」「
分
野
横
断
」
の

4
分
野
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
は

調
査
事
業
の
枠
組
み
は
「
疾
病
予

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
始

め
て
い
る
の
か
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

経
済
産
業
省
で
は
昨
年
度
か
ら

業
分
野
に
は
、
既
存
の
枠
組
み

医
療
生
活
産
業
が
想
定
す
る
事

す
。
さ
ら
に
増
え
て
い
く
は
ず
で

で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
埋
も

れ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業

が
す
で
に
着
手
し
始
め
て

い
る
健
康
関
連
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
の
需
要
は
、
今
後

専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を



0607 METI Journal

糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
と
地
域
活
性

化
を
結
び
つ
け
る
。
こ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク

な
調
査
事
業
が
熊
本
市
植
木
町
を
中
心

に
進
ん
で
い
ま
す
。
運
営
す
る
の
は
、

く
ま
も
と
健
康
支
援
研
究
所
。
熊
本
大

学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
す
。

「
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
の
約
半
数
は
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
良
と
い
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
運
動
や
食
事
の
指
導
・

管
理
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
か
ら
。

そ
こ
で
企
画
し
た
の
が
医
師
と
地
域
が

連
携
し
た
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
す
」
と
社

長
の
松
尾
洋
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

大
き
な
枠
組
み
と
し
て
は
、
ま
ず

「
担
当
医
師
」
が
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
糖
尿
病
患
者
を
同
社
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
紹
介
。
次
に
「
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
そ
の
サ
ー
ビ
ス

指
示
書
を
も
と
に
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
選
定
。
そ
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
事

「
若
返
っ
た
感
じ
。
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の

も
と
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ

ッ
チ
に
励
む
人
た
ち
。
参
加
し
て
い
る

の
は
、
リ
ハ
ビ
リ
治
療
を
終
え
た
〝
元

患
者
〞
さ
ん
た
ち
で
す
。

「
退
院
後
も
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
人

た
ち
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
方
々

の
た
め
に
医
療
機
関
と
連
携
。
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
運

動
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
」。
説

明
す
る
の
は
、
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
&
ラ

イ
フ
の
森
谷
路
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

す
れ
ば
そ
の
分
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、

買
い
物
に
使
え
る
仕
組
み
。「
糖
尿
病

を
も
つ
人
は
運
動
に
励
み
、
地
元
商
店

は
潤
う
。
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
皆
が
ハ

ッ
ピ
ー
に
な
る
」
と
、
松
尾
さ
ん
は
胸

を
張
り
ま
す
。

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
健
康
デ

ー
タ
は
電
子
化
さ
れ
、
担
当
医
師
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

松
尾
さ
ん
が
起
業
し
た
の
は
、
熊
本

大
学
大
学
院
博
士
課
程
に
在
学
中
の
こ

と
。「
健
康
増
進
を
テ
ー
マ
に
〝
街
お
こ

し
〞 

の
輪
を
広
げ
た
い
」。
以
来
5
年
、

保
健
指
導
や
介
護
予
防
事
業
な
ど
、
県

内
25
市
町
村
・
10
団
体
と
契
約
す
る
ま

で
に
成
長
。
健
康
の
輪
は
、
着
実
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

ェ
ッ
ク
し
、
必
要
な
ら
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
点
で
す
。

「
こ
れ
な
ら
、
利
用
者
も
安
心
。
ま
た

継
続
的
に
健
康
デ
ー
タ
を
追
跡
す
る
こ

と
で
、
疾
病
予
防
の
効
果
も
高
ま
る
は

ず
」
と
森
谷
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
実
施

地
区
を
拡
大
し
提
携
病
院
な
ど
を
増
や

す
こ
と
で
、「
点
」
か
ら
「
面
」
へ
の
展

開
を
進
め
る
考
え
で
す
。

ス
タ
ジ
オ
、
プ
ー
ル
、
マ
シ
ン
な
ど

を
使
っ
て
、
楽
し
く
リ
ハ
ビ
リ
や
健
康

増
進
を
図
る
。
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ

ハ
ウ
か
ら
生
ま
れ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

が
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
高
齢
者

の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
向
上
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

業
者
」
が
顧
客
に
運
動
支
援
や
配
食
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
と
い
う

流
れ
で
す
。

担
当
医
師
と
地
域
の
多
様
な
事
業
者

が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
介
し
て
協

力
し
合
う

│
。
地
元
自
治
体
も
街
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
た
め
、
積
極
的
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
点
で
す
。
運
動

同
社
は
数
年
前
か
ら
「
生
活
習
慣
病

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
リ
ス
ク
を
か

か
え
る
方
向
け
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
。
ま
た
I
C
チ
ッ
プ
を
活
用
し
た
運

動
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
運
用
し
て

い
ま
す
。「
今
回
の
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ

支
援
サ
ー
ビ
ス
も
、
独
自
の
I
T
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
と

ら
え
て
い
ま
す
」（
森
谷
さ
ん
）。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
医
師
の
了
解
の

も
と
、
理
学
療
法
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
運

動
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
。
同
社
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
週
1
回
、
計
8
回
指
導

し
ま
す
。
な
か
で
も
一
番
の
特
徴
は
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
の
っ
た
運
動
履
歴

や
バ
イ
タ
ル
（
体
重
・
血
圧
な
ど
）
な

ど
を
、
医
師
や
理
学
療
法
士
が
随
時
チ

運
動
す
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
付
与

地
元
商
店
街
も
潤
う
仕
組
み

「
健
康
デ
ー
タ
」を
活
用
し

点
か
ら
面
へ
と
広
げ
て
い
く

医
商
連
携
、地
域
み
ん
な
で
見
守
り
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
お
手
伝
い
し
ま
す
！

（
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）コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
&
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イ
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‐
フ
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ネ
ス
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支
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研
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所

代
表
取
締
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任
研
究
員 

松
尾
洋
さ
ん

医療とフィットネスが
ITでリハビリ支援
コナミスポーツ&ライフと医療法
人社団洛和会などが連携した「維持
期リハビリ支援サービス」。医療保
険適用のリハビリが終わった患者に
医師のチェックのもと、運動指導を
行う。今回は介護予防モデルとして、
健康な60歳以上の人を対象にし、
健康増進プログラムも実施した。
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糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
と
地
域
活
性

化
を
結
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る
。
こ
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調
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所
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熊
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尾
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す
。
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デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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介
。
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コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
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の
サ
ー
ビ
ス
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ス
事
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。
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の
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ス
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。
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終
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携
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し
た
運
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ツ
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デ
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。
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す
。
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「
御
社
の
社
員
数
は
、
約
1
万
人
。
脳

梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
で
倒
れ
る
方
が
毎

年
30
名
近
く
も
い
ま
す
ね
」「
え
っ
、
そ

ん
な
に
な
り
ま
す
か
」
―
。
　

な
か
な
か
実
感
し
づ
ら
い
で
す
が
、

多
く
の
企
業
で
40
代
〜
50
代
の
働
き
盛

り
の
社
員
が
前
線
か
ら
消
え
て
い
く
現

実
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
損
失
は
、
企
業

に
も
社
会
に
も
大
き
な
痛
手
。
そ
れ
を

防
ぐ
妙
手
と
し
て
最
近
脚
光
を
浴
び
て

い
る
の
が
、「
健
康
経
営
」
と
い
う
経
営

モ
デ
ル
で
す
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
社

長
、
古
井
祐
司
さ
ん
に
よ
る
と
、
も
と

は
「
1
9
9
0
年
代
に
経
営
学
者
の
ロ

バ
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
が
唱
え
た
概
念
で
、

今
や
世
界
的
な
企
業
も
導
入
す
る
経
営

手
法
」
と
か
。
核
心
は
「
健
康
な
従
業

員
が
収
益
性
の
高
い
会
社
を
つ
く
る
」

と
い
う
考
え
方
に
あ
り
ま
す
。

「
も
っ
と
街
中
で
車
い
す
が
普
通
に
見

ら
れ
る
社
会
に
し
た
い
」。
こ
う
語
る

の
は
、
S
P
I
あ
・
え
る
倶
楽
部
の
代

表
、
篠
塚
恭
一
さ
ん
。
障
害
な
ど
で
車

い
す
が
欠
か
せ
な
い
高
齢
者
は
、
年
々

増
え
て
い
ま
す
。「
旅
行
を
楽
し
み
た

い
け
ど
、
人
様
に
迷
惑
か
け
た
く
な
い

し
…
…
」
と
い
う
方
も
多
い
は
ず
。
そ

ん
な
と
き
頼
り
に
な
る
の
が
、
同
社
が

N
P
O
日
本
ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
協
会

と
と
も
に
育
成
す
る
介
護
ス
キ
ル
を
も

っ
た
「
ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
」
で
す
。

S
P
I
で
は
、
す
で
に
16
年
前
か
ら

が
一
目
で
分
か
り
ま
す
」（
古
井
さ
ん
）。

こ
の
調
査
事
業
に
は
日
本
政
策
投
資

銀
行
や
電
通
も
協
力
。
評
価
指
標
を
も

と
に
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
で
の
企
業

へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
ラ
ン
ク
に
よ

る
低
利
融
資
な
ど
）
も
検
討
中
で
す
。

疾
病
予
防
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
コ

ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
価
値
の
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
る
「
健
康
経
営
」。
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
で
は
す
で
に

7
年
前
か
ら
、
数
十
の
大
手
健
康
保
険

組
合
の
協
力
を
得
て
約
1
2
0
万
人
の

健
康
デ
ー
タ
を
運
用
。
面
談
や
ウ
ェ
ブ

を
介
し
て
の
健
康
指
導
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
、
大
き
な
改

善
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

「
グ
ル
ー
プ
旅
行
だ
と
料
金
が
抑
え
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
各
行
程
で
そ
れ
ぞ
れ

現
地
の
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
同

行
す
る
介
助
者
も
少
な
く
て
す
む
。
高

齢
な
方
に
手
軽
に
旅
行
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
工
夫
で
す
」

交
通
機
関
や
観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
は
、
徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、「
そ
の
間
を
つ
な
ぎ
、
身
近
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
〝
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
〞
は
、
ま
だ
未
整
備
の
状
態
」
と
篠

塚
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。「
高
齢
者
は

お
墓
参
り
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
近
場
の

外
出
に
も
一
苦
労
。
そ
ん
な
と
き
便
利

な
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
社
会

も
活
性
化
さ
れ
、
よ
り
豊
か
に
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
」。

古
井
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、
そ
れ
を

一
歩
進
め
「
社
会
生
産
性
の
向
上
や
社

会
コ
ス
ト
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
」
仕

組
み
づ
く
り
。
健
康
投
資
を
進
め
る
ス

キ
ー
ム
の
構
築
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

で
は
健
康
経
営
の
普
及
に
は
、
何
が

必
要
か
？
　「
鍵
と
な
る
の
は
評
価
指

標
の
導
入
で
す
。
私
た
ち
は
今
回
、
約

1
2
0
項
目
の
指
標
を
開
発
。
こ
の

〝
見
え
る
化
〞
で
自
社
の
健
康
レ
ベ
ル

「
介
護
旅
行
」
を
事
業
化
。
介
護
資
格

を
も
ち
、
旅
程
管
理
の
研
修
を
受
け
た

専
門
職
が
国
内
お
よ
び
海
外
旅
行
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ

ー
の
平
均
年
齢
は
80
歳
代
。
移
動
手
段

や
宿
泊
施
設
の
確
認
、
食
事
や
入
浴
の

手
助
け
ま
で
行
い
ま
す
。「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
に
徹
す
る
プ
ロ
の
誇
り
」（
篠

塚
さ
ん
）
を
原
動
力
に
、
超
高
齢
者
時

代
の
旅
を
開
拓
し
て
き
た
の
で
す
。

そ
し
て
今
回
の
調
査
で
は
、
多
職
種

連
携
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
旅
行
に
挑
戦
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
参
加
者
を
募
り
、

出
発
地
、
移
動
中
、
そ
し
て
目
的
地
の

各
行
程
で
専
門
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と

協
力
し
、「
高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

「
評
価
指
標
」の
導
入
で

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
検
討

〝
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
〞を

い
か
に
解
消
し
て
い
く
か

「
健
康
経
営
」で
企
業
価
値
も
ア
ッ
プ
！

ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
と
な
ら
安
心
で
す

企業・団体への啓発で
2年後には100社へ

旅行の企画段階から
大いに楽しむ高齢者

ヘルスケア・コミッティーが運営主
体となった「『健康経営』による健
康・医療の産業化調査」。多彩なPR
活動やセミナーなどにより、その認
知度も急速に拡大中。経団連や商工
会議所も興味を示し、「2年後には約
100社の導入を見込んでいます」
（古井さん）。

SPIと有料老人ホーム「ボンセジュ
ール」などが連携した「高齢者の外
出支援サービス」。今回は温泉地
（東伊豆町）への一泊二日の旅行。
参加者は旅行プランの立案段階から
加わり、それぞれ自分の意見を述べ
合った。旅の楽しみは、もうここか
ら始まっている。
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「
御
社
の
社
員
数
は
、
約
1
万
人
。
脳

梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
で
倒
れ
る
方
が
毎

年
30
名
近
く
も
い
ま
す
ね
」「
え
っ
、
そ

ん
な
に
な
り
ま
す
か
」
―
。
　

な
か
な
か
実
感
し
づ
ら
い
で
す
が
、

多
く
の
企
業
で
40
代
〜
50
代
の
働
き
盛

り
の
社
員
が
前
線
か
ら
消
え
て
い
く
現

実
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
損
失
は
、
企
業

に
も
社
会
に
も
大
き
な
痛
手
。
そ
れ
を

防
ぐ
妙
手
と
し
て
最
近
脚
光
を
浴
び
て

い
る
の
が
、「
健
康
経
営
」
と
い
う
経
営

モ
デ
ル
で
す
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
社

長
、
古
井
祐
司
さ
ん
に
よ
る
と
、
も
と

は
「
1
9
9
0
年
代
に
経
営
学
者
の
ロ

バ
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
が
唱
え
た
概
念
で
、

今
や
世
界
的
な
企
業
も
導
入
す
る
経
営

手
法
」
と
か
。
核
心
は
「
健
康
な
従
業

員
が
収
益
性
の
高
い
会
社
を
つ
く
る
」

と
い
う
考
え
方
に
あ
り
ま
す
。

「
も
っ
と
街
中
で
車
い
す
が
普
通
に
見

ら
れ
る
社
会
に
し
た
い
」。
こ
う
語
る

の
は
、
S
P
I
あ
・
え
る
倶
楽
部
の
代

表
、
篠
塚
恭
一
さ
ん
。
障
害
な
ど
で
車

い
す
が
欠
か
せ
な
い
高
齢
者
は
、
年
々

増
え
て
い
ま
す
。「
旅
行
を
楽
し
み
た

い
け
ど
、
人
様
に
迷
惑
か
け
た
く
な
い

し
…
…
」
と
い
う
方
も
多
い
は
ず
。
そ

ん
な
と
き
頼
り
に
な
る
の
が
、
同
社
が

N
P
O
日
本
ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
協
会

と
と
も
に
育
成
す
る
介
護
ス
キ
ル
を
も

っ
た
「
ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
」
で
す
。

S
P
I
で
は
、
す
で
に
16
年
前
か
ら

が
一
目
で
分
か
り
ま
す
」（
古
井
さ
ん
）。

こ
の
調
査
事
業
に
は
日
本
政
策
投
資

銀
行
や
電
通
も
協
力
。
評
価
指
標
を
も

と
に
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
で
の
企
業

へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
ラ
ン
ク
に
よ

る
低
利
融
資
な
ど
）
も
検
討
中
で
す
。

疾
病
予
防
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
コ

ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
企
業
価
値
の
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
る
「
健
康
経
営
」。
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
で
は
す
で
に

7
年
前
か
ら
、
数
十
の
大
手
健
康
保
険

組
合
の
協
力
を
得
て
約
1
2
0
万
人
の

健
康
デ
ー
タ
を
運
用
。
面
談
や
ウ
ェ
ブ

を
介
し
て
の
健
康
指
導
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
、
大
き
な
改

善
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

「
グ
ル
ー
プ
旅
行
だ
と
料
金
が
抑
え
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
各
行
程
で
そ
れ
ぞ
れ

現
地
の
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
、
同

行
す
る
介
助
者
も
少
な
く
て
す
む
。
高

齢
な
方
に
手
軽
に
旅
行
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
工
夫
で
す
」

交
通
機
関
や
観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
は
、
徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、「
そ
の
間
を
つ
な
ぎ
、
身
近
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
〝
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
〞
は
、
ま
だ
未
整
備
の
状
態
」
と
篠

塚
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。「
高
齢
者
は

お
墓
参
り
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
近
場
の

外
出
に
も
一
苦
労
。
そ
ん
な
と
き
便
利

な
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
社
会

も
活
性
化
さ
れ
、
よ
り
豊
か
に
な
っ
て

い
く
は
ず
で
す
」。

古
井
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、
そ
れ
を

一
歩
進
め
「
社
会
生
産
性
の
向
上
や
社

会
コ
ス
ト
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
」
仕

組
み
づ
く
り
。
健
康
投
資
を
進
め
る
ス

キ
ー
ム
の
構
築
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

で
は
健
康
経
営
の
普
及
に
は
、
何
が

必
要
か
？
　「
鍵
と
な
る
の
は
評
価
指

標
の
導
入
で
す
。
私
た
ち
は
今
回
、
約

1
2
0
項
目
の
指
標
を
開
発
。
こ
の

〝
見
え
る
化
〞
で
自
社
の
健
康
レ
ベ
ル

「
介
護
旅
行
」
を
事
業
化
。
介
護
資
格

を
も
ち
、
旅
程
管
理
の
研
修
を
受
け
た

専
門
職
が
国
内
お
よ
び
海
外
旅
行
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ

ー
の
平
均
年
齢
は
80
歳
代
。
移
動
手
段

や
宿
泊
施
設
の
確
認
、
食
事
や
入
浴
の

手
助
け
ま
で
行
い
ま
す
。「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
に
徹
す
る
プ
ロ
の
誇
り
」（
篠

塚
さ
ん
）
を
原
動
力
に
、
超
高
齢
者
時

代
の
旅
を
開
拓
し
て
き
た
の
で
す
。

そ
し
て
今
回
の
調
査
で
は
、
多
職
種

連
携
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
旅
行
に
挑
戦
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
参
加
者
を
募
り
、

出
発
地
、
移
動
中
、
そ
し
て
目
的
地
の

各
行
程
で
専
門
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と

協
力
し
、「
高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

「
評
価
指
標
」の
導
入
で

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
検
討

〝
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
〞を

い
か
に
解
消
し
て
い
く
か

「
健
康
経
営
」で
企
業
価
値
も
ア
ッ
プ
！

ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
と
な
ら
安
心
で
す

企業・団体への啓発で
2年後には100社へ

旅行の企画段階から
大いに楽しむ高齢者

ヘルスケア・コミッティーが運営主
体となった「『健康経営』による健
康・医療の産業化調査」。多彩なPR
活動やセミナーなどにより、その認
知度も急速に拡大中。経団連や商工
会議所も興味を示し、「2年後には約
100社の導入を見込んでいます」
（古井さん）。

SPIと有料老人ホーム「ボンセジュ
ール」などが連携した「高齢者の外
出支援サービス」。今回は温泉地
（東伊豆町）への一泊二日の旅行。
参加者は旅行プランの立案段階から
加わり、それぞれ自分の意見を述べ
合った。旅の楽しみは、もうここか
ら始まっている。
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
機
関
と

し
て
も
活
動
中
で
す
。

―
ま
ず
専
門
家
と
し
て
の
客
観
的
立

場
か
ら
、「
医
療
生
活
産
業
」
を
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
介
護
と
い
う
よ
り
、

「
生
活
支
援
産
業
」
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
そ
の

意
味
で
は
、
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
が
出
て

き
た
と
い
う
感
じ
。
公
的
保
険
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
部
分
を
、
ど
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
か
。
制
度
論
か
ら
入
る
と
、

な
か
な
か
議
論
が
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
今
回
の
よ
う
に
、
生
活
の
視
点

か
ら
サ
ー
ビ
ス
創
出
を
検
討
し
て
い
く

の
は
、
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン

ジ
が
な
い
と
、
も
う
間
に
合
わ
な
い
で

す
か
ら
ね
。

―
と
い
い
ま
す
と
？

　
現
在
、
日
本
は
財
政
危
機
と
高
齢
者

増
加
と
い
う
2
つ
の
大
き
な
課
題
を
抱

木
さ
ん
率
い
る
ウ
エ
ル
ビ

ー
は
、
介
護
福
祉
分
野
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
。

え
て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
へ
向
け
て
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

―
。
制

度
改
革
も
必
要
で
し
ょ
う
が
、
制
度
が

あ
っ
て
、
人
の
生
活
が
あ
る
の
で
は
な

い
。
ま
ず
生
活
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

産
業
や
文
化
が
生
ま
れ
、
と
き
に
は
一

部
が
制
度
化
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
理

解
に
立
つ
と
き
、
民
間
が
医
療
や
介
護

の
周
辺
で
新
し
い
産
業
分
野
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

―
経
産
省
が
進
め
て
い
る
調
査
事
業

に
つ
い
て
は
。

　
目
的
に
つ
い
て
は
、
共
感
で
き
ま
す
。

今
後
大
切
な
の
は
、
実
際
に
事
業
を
動

か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
。
単
に
調
査
す
る
だ
け
で
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
私
個
人

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
民
間
が
、

地
域
の
現
状
や
問
題
点
を
し
っ
か
り
見

定
め
て
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
。
行
政
は
そ
の
ス

キ
ー
ム
づ
く
り
を
支
援
す
る
。
規
制
改

革
や
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
担
保
す
る
基
準

づ
く
り
も
行
政
の
役
目
で
し
ょ
う
ね
。

―
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
必
要
な
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
、
し
っ
か
り
ニ
ー
ズ
を
つ
か

ま
な
い
と
ダ
メ
。
例
え
ば
「
地
域
」
と

一
口
に
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
空
間
だ
け

で
な
く
時
間
、
歴
史
、
関
係
性
が
織
り

成
す
概
念
で
す
。
現
場
に
足
を
運
び
、

実
際
に
歩
い
て
み
る
。
そ
こ
か
ら
見
え

て
く
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
、
環
境
も
変

わ
る
は
ず
で
す
。

調
査
結
果
を
活
か
し
た

新
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
期
待

民間の事業アイデアや意欲を活用し、
新たなサービス創出を目指す「医療生活産業」。
その課題と展望を青木正人さんに聞きました。

ニーズはそこにある
まずは現場へ！

● 

株
式
会
社
ウ
エ
ル
ビ
ー

CLICK!

青木正人さん（株式会社ウエルビー 代表取締役）

青

青
木
正
人

福
祉
関
連
事
業
の
理
論
と
現
場
に
精
通
。
専
門
学
校

や
福
祉
施
設
な
ど
の
設
立
・
運
営
に
も
携
わ
る
。

2
0
0
0
年
に
、
介
護
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
（
株
）ウ
エ
ル
ビ
ー
を
設
立
。

皮膚を切ることなく
外科的治療を可能に

動く腫瘍を追いかけ
放射線を的確に照射

がんなどの外科的治療は大きく切開して、ま
たは腹腔鏡を用いて小さく切開して摘出する
のが主流。しかし口から容易に挿入でき、微
細な操作が可能な内視鏡ロボットでの手術な
ら、切開創を残さず短期間で回復可能です。

最新の放射線治療装置は、呼吸などで揺れ動
くがん細胞をリアルタイムで追尾します。こ
れまで困難とされていた、狙った病巣をピン
ポイントで連続照射する機能を搭載。患者の
負担が少なく効率的な治療を実現しました。

日
進
月
歩
の
医
療
技
術
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
革
新
は
私
た
ち
の
健
康
的
な
暮

ら
し
を
支
え
、
と
き
に
は
一
新
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
進
医
療
機

器
が
、
い
っ
そ
う
発
展
し
て
い
く
た
め

の
ひ
と
つ
の
カ
ギ
。
そ
れ
は
、
研
究
開

発
か
ら
実
用
化
ま
で
、
一
貫
し
た
「
医

工
連
携
」
の
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と

に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
ま
す
ま

す
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
。
先
進
医
療
機

器
の
発
展
と
生
活
に
根
ざ
し
た
「
医
療

生
活
産
業
」
の
両
輪
こ
そ
が
、
人
々
の

期
待
に
応
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
、

さ
ら
に
は
新
た
な
事
業
や
雇
用
の
創
出

を
も
た
ら
す
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
医

療
、
介
護
、
そ
し
て
生
活
支
援
。
各
産

業
の
可
能
性
は
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

未
来
の
医
療
技
術
が
着
々
と
実
現
中
！

カ
ギ
を
握
る
の
は「
医
工
連
携
」
「自分で歩きたい」
という願いをアシスト

心臓移植までの
自宅療養をサポート

装着することによって身体機
能を拡張したり、増幅したり
することができるサイボーグ

型ロボット。足に障がいをも
つ人や、脚力が弱くなった人
の筋力の代わりとなり、「自
分で歩きたい」という願いを
アシストします。

心筋梗塞などで心臓のポンプ
機能が低下し、心臓移植が必
要─。そこで手術までの期
間、自宅での利用を目的に開
発されたのが「左心補助人工
心臓」。体内埋め込み型で、
コントローラーは肩から下げ
られるほど小型です。

私たちの望みが
次々に

かなうかも！

専門家の視点
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
機
関
と

し
て
も
活
動
中
で
す
。

―
ま
ず
専
門
家
と
し
て
の
客
観
的
立

場
か
ら
、「
医
療
生
活
産
業
」
を
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
介
護
と
い
う
よ
り
、

「
生
活
支
援
産
業
」
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
そ
の

意
味
で
は
、
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
が
出
て

き
た
と
い
う
感
じ
。
公
的
保
険
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
部
分
を
、
ど
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
か
。
制
度
論
か
ら
入
る
と
、

な
か
な
か
議
論
が
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
今
回
の
よ
う
に
、
生
活
の
視
点

か
ら
サ
ー
ビ
ス
創
出
を
検
討
し
て
い
く

の
は
、
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン

ジ
が
な
い
と
、
も
う
間
に
合
わ
な
い
で

す
か
ら
ね
。

―
と
い
い
ま
す
と
？

　
現
在
、
日
本
は
財
政
危
機
と
高
齢
者

増
加
と
い
う
2
つ
の
大
き
な
課
題
を
抱

木
さ
ん
率
い
る
ウ
エ
ル
ビ

ー
は
、
介
護
福
祉
分
野
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
。

え
て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
へ
向
け
て
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

―
。
制

度
改
革
も
必
要
で
し
ょ
う
が
、
制
度
が

あ
っ
て
、
人
の
生
活
が
あ
る
の
で
は
な

い
。
ま
ず
生
活
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

産
業
や
文
化
が
生
ま
れ
、
と
き
に
は
一

部
が
制
度
化
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
理

解
に
立
つ
と
き
、
民
間
が
医
療
や
介
護

の
周
辺
で
新
し
い
産
業
分
野
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

―
経
産
省
が
進
め
て
い
る
調
査
事
業

に
つ
い
て
は
。

　
目
的
に
つ
い
て
は
、
共
感
で
き
ま
す
。

今
後
大
切
な
の
は
、
実
際
に
事
業
を
動

か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
。
単
に
調
査
す
る
だ
け
で
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
私
個
人

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
民
間
が
、

地
域
の
現
状
や
問
題
点
を
し
っ
か
り
見

定
め
て
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
。
行
政
は
そ
の
ス

キ
ー
ム
づ
く
り
を
支
援
す
る
。
規
制
改

革
や
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
担
保
す
る
基
準

づ
く
り
も
行
政
の
役
目
で
し
ょ
う
ね
。

―
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
必
要
な
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
、
し
っ
か
り
ニ
ー
ズ
を
つ
か

ま
な
い
と
ダ
メ
。
例
え
ば
「
地
域
」
と

一
口
に
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
空
間
だ
け

で
な
く
時
間
、
歴
史
、
関
係
性
が
織
り

成
す
概
念
で
す
。
現
場
に
足
を
運
び
、

実
際
に
歩
い
て
み
る
。
そ
こ
か
ら
見
え

て
く
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
、
環
境
も
変

わ
る
は
ず
で
す
。

調
査
結
果
を
活
か
し
た

新
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
期
待

民間の事業アイデアや意欲を活用し、
新たなサービス創出を目指す「医療生活産業」。
その課題と展望を青木正人さんに聞きました。

ニーズはそこにある
まずは現場へ！
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株
式
会
社
ウ
エ
ル
ビ
ー
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青木正人さん（株式会社ウエルビー 代表取締役）

青

青
木
正
人

福
祉
関
連
事
業
の
理
論
と
現
場
に
精
通
。
専
門
学
校

や
福
祉
施
設
な
ど
の
設
立
・
運
営
に
も
携
わ
る
。

2
0
0
0
年
に
、
介
護
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
（
株
）ウ
エ
ル
ビ
ー
を
設
立
。

皮膚を切ることなく
外科的治療を可能に

動く腫瘍を追いかけ
放射線を的確に照射

がんなどの外科的治療は大きく切開して、ま
たは腹腔鏡を用いて小さく切開して摘出する
のが主流。しかし口から容易に挿入でき、微
細な操作が可能な内視鏡ロボットでの手術な
ら、切開創を残さず短期間で回復可能です。

最新の放射線治療装置は、呼吸などで揺れ動
くがん細胞をリアルタイムで追尾します。こ
れまで困難とされていた、狙った病巣をピン
ポイントで連続照射する機能を搭載。患者の
負担が少なく効率的な治療を実現しました。

日
進
月
歩
の
医
療
技
術
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
革
新
は
私
た
ち
の
健
康
的
な
暮

ら
し
を
支
え
、
と
き
に
は
一
新
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
進
医
療
機

器
が
、
い
っ
そ
う
発
展
し
て
い
く
た
め

の
ひ
と
つ
の
カ
ギ
。
そ
れ
は
、
研
究
開

発
か
ら
実
用
化
ま
で
、
一
貫
し
た
「
医

工
連
携
」
の
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と

に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
ま
す
ま

す
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
。
先
進
医
療
機

器
の
発
展
と
生
活
に
根
ざ
し
た
「
医
療

生
活
産
業
」
の
両
輪
こ
そ
が
、
人
々
の

期
待
に
応
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
、

さ
ら
に
は
新
た
な
事
業
や
雇
用
の
創
出

を
も
た
ら
す
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
医

療
、
介
護
、
そ
し
て
生
活
支
援
。
各
産

業
の
可
能
性
は
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

未
来
の
医
療
技
術
が
着
々
と
実
現
中
！

カ
ギ
を
握
る
の
は「
医
工
連
携
」
「自分で歩きたい」
という願いをアシスト

心臓移植までの
自宅療養をサポート

装着することによって身体機
能を拡張したり、増幅したり
することができるサイボーグ

型ロボット。足に障がいをも
つ人や、脚力が弱くなった人
の筋力の代わりとなり、「自
分で歩きたい」という願いを
アシストします。

心筋梗塞などで心臓のポンプ
機能が低下し、心臓移植が必
要─。そこで手術までの期
間、自宅での利用を目的に開
発されたのが「左心補助人工
心臓」。体内埋め込み型で、
コントローラーは肩から下げ
られるほど小型です。

私たちの望みが
次々に

かなうかも！

専門家の視点
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―
「
医
療
生
活
産
業
」
で
は
何
を
目

指
し
て
い
る
の
で
す
か
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
医
療
・
介
護
の

保
険
制
度
は
、
疾
病
の
治
療
や
介
護
が

第
一
の
目
的
。
そ
の
周
辺
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
や
期
待
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
と
か
、
疾

病
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
の
細
か
な
生
活

習
慣
指
導
な
ど
。
高
齢
者
が
増
え
て
い

く
な
か
で
、
そ
の
需
要
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
応
え
て
い
く
の
が
、

「
医
療
生
活
産
業
」
の
最
大
の
狙
い
で

す
。

　
一
方
で
、
こ
の
分
野
は
新
し
い
成
長

産
業
に
も
な
り
得
ま
す
。
個
人
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
適

切
に
提
供
し
て
い
く
。
そ
れ
を
産
業
化

し
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
経
済
成
長

を
も
た
ら
す
効
果
も
期
待
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
今
回
の
「
調
査
事
業
」
の
目
的
は

何
で
し
ょ
う
。

　
机
上
の
理
屈
で
は
な
く
、
実
際
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
回
す
こ
と
。
そ
こ
か
ら
見
え

て
く
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
医
療
と
民
間
サ
ー
ビ
ス
を

ど
の
よ
う
に
つ
な
い
で
い
く
の
か
。
そ

の
辺
り
が
ク
リ
ア
に
な
る
こ
と
で
、
民

間
企
業
は
と
て
も
動
き
や
す
く
な
る
は

ず
で
す
。
実
態
の
な
か
で
、
そ
う
し
た

こ
と
を
詰
め
る
た
め
の
情
報
を
集
め
て

い
く
。
こ
れ
が
調
査
事
業
の
目
的
の
一

つ
で
す
。

　
そ
れ
に
も
う
一
つ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ー
ム
の
確
立
に
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
。

描
い
た
理
想
を
、
い
か
に
事
業
と
し
て

継
続
さ
せ
て
い
く
か
。
お
金
を
払
っ
て

で
も
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
と
は
ど
ん
な

も
の
か
。
ど
う
し
た
ら
そ
の
仕
組
み
が

維
持
で
き
る
の
か
。
こ
れ
も
こ
だ
わ
り

た
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
実
例
を
示
す
こ

と
で
、
課
題
も
明
ら
か
に
な
る
し
、
工

夫
の
余
地
も
生
ま
れ
て
く
る
。
ま
ず
は

現
実
の
世
界
に
し
っ
か
り
つ
な
が
ら
な

い
と
、
社
会
に
は
広
が
っ
て
い
き
ま
せ

ん
か
ら
。

―
最
後
に
、
担
当
者
と
し
て
の
思
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
医
療
生
活
サ
ー
ビ
ス
は
、
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
。
認
知
度
も
ま
だ
低
く
、

利
用
料
金
の
設
定
な
ど
も
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
す
。
し
か
し
事
業
の
芽
は
着
実

に
育
っ
て
き
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
方
々
の
意
欲
も
高
い
。
そ
れ
に
何

よ
り
う
れ
し
い
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
方
々
が
非
常
に
喜
ん
で
い
る

こ
と
で
す
。

　
経
産
省
と
し
て
も
、
関
係
官
庁
と
連

携
し
な
が
ら
、
制
度
面
で
の
基
盤
整
備

な
ど
、
積
極
的
に
後
押
し
を
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
病
気
な
ど
様
々
な
状
態

に
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
や
家
族
の
希
望

に
対
し
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
社
会
。
そ
の
こ
と
と
、

「
産
業
の
成
長
」
が
両
立
し
て
い
く
。

そ
ん
な
世
の
中
の
実
現
に
、
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
課
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
冠
婚
葬
祭
業
、
エ
ス

テ
、
学
習
塾
、
外
国
語
教
室
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
産
業
を
所
管
。
医
療
・
介
護
と
連
携
し
た
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
創
出
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
発
展

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

│担当者の声

● 

医
療
産
業
研
究
会
に
つ
い
て

CLICK!

前
例
な
き
高
齢
社
会
こ
そ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
だ
！

「
人
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
」を

成
長
産
業
と
し
て
確
立
す
る

河
村
功
介
経
済
産
業
省 

商
務
情
報
政
策
局 

サ
ー
ビ
ス
産
業
課 

係
長

ビジネスとして
成立するサービスに
こだわります

課題を
国の強みに！地

球
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
タ
ネ
と
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
、
高
齢
社
会
へ
の
対
策
も
ま
た
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
発
展
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
日
本
は
い
ま
、

世
界
に
先
駆
け
て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

シ
ス
テ
ム
を
創
出
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を

手
に
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
好
機
を
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、

「
人
生
の
最
後
ま
で
Q
O
L
を
維
持
し

た
い
」
と
い
う
人
々
の
思
い
を
汲
み
取

り
、
社
会
へ
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の

源
は
、
制
約
や
課
題
に
挑
む
こ
と
。
す

で
に
各
地
で
の
試
行
錯
誤
が
「
成
果
」

の
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
現
在
、

「
医
療
生
活
産
業
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は

広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

世
界
の
ど
こ
に
も
前
例
が
な
い
「
高
齢
社
会
」
へ
と
突
入
し
た
日
本
。
し
か
し
、
課
題
に
直
面
し
た

い
ま
こ
そ
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
乗
り
越
え
た
と
き
、
揺
る
ぎ
な
い
強
み
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

医療に関する潜在的市場

医療生活産業

医療／医療産業 介護／介護産業

潜在的市場のなかで、医療生活サービスを「産業化」するためには、医療産業の範囲を明確にするこ
とも重要。その上で、医療や介護の機関と効果的に連携することが求められます。

WHO（世界保健機構）が提唱する「プライ
マリー・ヘルスケア」。疾病予防、健康増進、
治療、社会復帰、地域開発活動など、あらゆ
る健康維持・改善の需要を地域レベルで満た
す概念です。この医療、介護の周辺にある
「第3の分野」を充実させる多様な能力を日
本の企業は持っています。創意工夫にあふれ
たサービスの登場に期待が集まっています。

【第3の分野】
医療でも介護でもない

近年、人々が抱いている医療への期待は、疾
病の予防や管理、リハビリ、介護予防、慢性
期生活支援、看取りサポート……と、多様化
が進んでいます。特徴的なのは、個人のライ
フスタイルや人生観への対応が求められると
いうこと。生活の質を保つ、またより良くし
たいという個々の願いに応えることから、新
たな医療生活産業が生み出されます。

【QOLの向上】
これからの社会のニーズ
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―
「
医
療
生
活
産
業
」
で
は
何
を
目

指
し
て
い
る
の
で
す
か
。
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介
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介
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第
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、
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齢
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狙
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。
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。
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。
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。
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サ
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潜在的市場のなかで、医療生活サービスを「産業化」するためには、医療産業の範囲を明確にするこ
とも重要。その上で、医療や介護の機関と効果的に連携することが求められます。

WHO（世界保健機構）が提唱する「プライ
マリー・ヘルスケア」。疾病予防、健康増進、
治療、社会復帰、地域開発活動など、あらゆ
る健康維持・改善の需要を地域レベルで満た
す概念です。この医療、介護の周辺にある
「第3の分野」を充実させる多様な能力を日
本の企業は持っています。創意工夫にあふれ
たサービスの登場に期待が集まっています。

【第3の分野】
医療でも介護でもない

近年、人々が抱いている医療への期待は、疾
病の予防や管理、リハビリ、介護予防、慢性
期生活支援、看取りサポート……と、多様化
が進んでいます。特徴的なのは、個人のライ
フスタイルや人生観への対応が求められると
いうこと。生活の質を保つ、またより良くし
たいという個々の願いに応えることから、新
たな医療生活産業が生み出されます。
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原
子
・
分
子
の
世
界
を
制
御
す
る
技

術
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。
電
子
、
機

械
、
材
料
、
医
学
、
環
境
…
…
。
幅
広

い
分
野
で
新
た
な
領
域
を
切
り
拓
く
、

ま
さ
に
21
世
紀
の
基
盤
的
技
術
と
な
り

得
る
も
の
で
す
。

こ
の
ナ
ノ
テ
ク
に
関
す
る
、
第
一
級

の
研
究
資
源
が
集
ま
る
一
帯
が
あ
り
ま

す
。
世
界
屈
指
の
研
究
学
園
都
市
と
し

て
知
ら
れ
る
「
つ
く
ば
」。
こ
の
充
実

し
た
環
境
を
土
台
に
、
研
究
・
開
発
か

ら
実
用
化
ま
で
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
る
べ
く
、
2
0
0
9
年
に
発
足
し

た
の
が
「
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

リ
ー
ナ
（
T
I
A
）」
で
す
。

経
済
産
業
省
と
文
部
科
学
省
に
よ
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所
（
産
総
研
）、
物
質
・
材
料
研

究
機
構
（
物
材
機
構
）、
筑
波
大
学
、
日

本
経
済
団
体
連
合
会
が
中
核
と
な
り
、

世
界
的
な
産
学
官
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

連
携
拠
点
を
形
成
。
ナ
ノ
テ
ク
分
野
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
・
技
術
者
た

ち
が
、
日
々
、
研
究
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
す
。

日本が得意とする究極のモノづくり技術、ナノテクノロジー。
わが国の産業、経済を再活性化する切り札です。その実用化を加速しようと、

最先端の研究施設や人材が集まる「つくば」で、いま産学官の連携が熱を帯びています。

でつくばが熱い！
ナノテク

世
界
経
済
が
不
安
定
さ
を
増
す
な
か
、

日
本
の
産
業
技
術
に
は
、
産
学
官
が
一

体
と
な
っ
た
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
自
動
車
と

い
っ
た
従
来
の
基
幹
産
業
に
加
え
て
、

新
た
な
強
み
を
磨
き
上
げ
、
成
長
の
推

進
力
に
│
│
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
T
I
A
で
は
、

コ
ア
に
な
る
6
つ
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
研
究
領
域
を
設
定
し
、
共
通
基
盤
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
。
連
携
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
で
、
協
働
に
よ
る
新
た

な
価
値
の
創
造
を
促
そ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

文
字
ど
お
り
〝U

n
d
e
r O

n
e 

Roof

〞（
一
つ
屋
根
の
下
）
の
体
制
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
開
発
を
推
進
す
る

T
I
A
。
新
た
な
研
究
シ
ー
ズ
を
拾
い

上
げ
な
が
ら
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育

成
を
も
成
し
遂
げ
る
。
そ
ん
な
〝
共
創

場
〞
へ
の
発
展
に
、
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〝
協
働
〞の
相
乗
効
果
で

強
み
を
磨
き
、成
長
を
推
進

1970年代以降、300以上の官民の研究機関、1万
2000人あまりの研究者が集ってきたリサーチパーク、
つくば。日本最大級のスーパークリーンルームを有す
る産総研、世界最高水準のナノ材料計測機器を持つ物
材機構、そして筑波大学などが拠点となる、まさに日
本のナノテク研究の中心地にふさわしいエリアです。
国内の主要企業・大学などとの連携も進行中です。

技術革新の
 波を起こせ！
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分
野
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
・
技
術
者
た

ち
が
、
日
々
、
研
究
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
す
。

日本が得意とする究極のモノづくり技術、ナノテクノロジー。
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でつくばが熱い！
ナノテク

世
界
経
済
が
不
安
定
さ
を
増
す
な
か
、

日
本
の
産
業
技
術
に
は
、
産
学
官
が
一

体
と
な
っ
た
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
自
動
車
と

い
っ
た
従
来
の
基
幹
産
業
に
加
え
て
、

新
た
な
強
み
を
磨
き
上
げ
、
成
長
の
推

進
力
に
│
│
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
T
I
A
で
は
、

コ
ア
に
な
る
6
つ
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
研
究
領
域
を
設
定
し
、
共
通
基
盤
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
。
連
携
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
で
、
協
働
に
よ
る
新
た

な
価
値
の
創
造
を
促
そ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

文
字
ど
お
り
〝U

n
d
e
r O

n
e 

Roof

〞（
一
つ
屋
根
の
下
）
の
体
制
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
開
発
を
推
進
す
る

T
I
A
。
新
た
な
研
究
シ
ー
ズ
を
拾
い

上
げ
な
が
ら
、
未
来
を
担
う
人
材
の
育

成
を
も
成
し
遂
げ
る
。
そ
ん
な
〝
共
創

場
〞
へ
の
発
展
に
、
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〝
協
働
〞の
相
乗
効
果
で

強
み
を
磨
き
、成
長
を
推
進

1970年代以降、300以上の官民の研究機関、1万
2000人あまりの研究者が集ってきたリサーチパーク、
つくば。日本最大級のスーパークリーンルームを有す
る産総研、世界最高水準のナノ材料計測機器を持つ物
材機構、そして筑波大学などが拠点となる、まさに日
本のナノテク研究の中心地にふさわしいエリアです。
国内の主要企業・大学などとの連携も進行中です。

技術革新の
 波を起こせ！
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世界で戦うのは
この領域だ！

次世代の日本を支える6つの分野

日
本
と
同
じ
よ
う
に
海
外
で
も
、
ナ

ノ
テ
ク
の
未
来
に
は
熱
い
視
線
が
注
が

れ
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
組
織
を
越
え

た
研
究
開
発
の
連
携
）
が
進
み
、
そ
の

研
究
・
開
発
の
ス
タ
イ
ル
も
、
従
来
の

「
技
術
の
収
得
・
補
完
」
を
志
向
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
型
か
ら
「
協
働
に
よ
る

価
値
創
造
」
を
志
向
す
る
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
型
へ
と
移
行
。
連
携
の
度
合
い
は

強
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ナ
ノ
テ
ク
は
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の

強
み
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
分
野
で
あ

り
、
実
際
、
世
界
的
に
見
て
も
高
い
優

位
性
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
強
固

な
基
盤
を
築
き
、
国
際
競
争
力
を
し
っ

か
り
と
保
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組

織
の
垣
根
を
越
え
た
結
び
つ
き
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。〝
官
〞
や
〝
学
〞、
さ
ら
に

は
〝
民
と
民
〞
が
共
に
取
り
組
む
こ
と

で
技
術
の
発
想
と
手
法
は
広
が
り
、
互

い
に
W
i
n─

W
i
n
の
関
係
を
も
た

ら
す
は
ず
で
す
。

魅
力
的
な
拠
点
形
成
へ
と
着
実
に
歩

む
T
I
A
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
波
が
、
こ
の
地
で
起
こ
り

始
め
て
い
ま
す
。

各国の
ナノテク研究拠点

科学技術立国ニッポンの底力
いよいよ本領発揮

N-MEMS
小型・省電力・高性能なデバイスを実現
産業界でニーズの高いΦ200/300mmの集積
N-MEMS試作ファンドリーの構築を目指し、大学や
産業界と連携して多様な共同研究の場を提供します。

ナノ材料
安全評価
ナノ材料の安全性に関する情報を発信、集約
事業者がナノ材料の安全性を確保するためのリスク評
価・管理手法を研究・開発し、ナノ材料の安全性に関
する国内外の情報を発信・集約します。

ナノグリーン
ナノテクノロジーを活用し、革新的環境技術を創出
物材機構が蓄積した環境技術を核とし、低炭素社会の
構築に貢献する革新的な太陽光発電材料や高性能なエ
ネルギー変換・貯蔵材料等の研究開発を行います。

ナノ
エレクトロニクス
新しいナノデバイスの創出に向けて
光や電子、微細化、新材料・新構造の応用により、新
機能や低消費電力性能を有するナノデバイスの実現を
目指します。

パワー
エレクトロニクス
省エネ素材SiCの実用化を加速
産総研のSiC（炭化ケイ素）研究を土台に自動車など
のユーザー企業、材料メーカー、デバイスメーカーが
連携してSiCパワーデバイスの製品化を加速します。

カーボンナノチューブの産業応用を推進
日本発のナノ新材料であるカーボンナノチューブの実
用化に向け、材料メーカーとの共同研究により複合材
料技術を開発・確立します。

カーボン
ナノチューブ

写真は、知と技術の連携が進む
TIAの拠点のひとつ、産総研。

産総研西事業所クリーンルーム

アメリカ
Albany

ベルギー
IMEC

シンガポール
Fusionopolis

フランス
MINATEC

日本
TIA

ナノテクは、日本のモノづくりの強みを発揮するのに絶好の分野です。

16METI Journal



17 METI Journal

世界で戦うのは
この領域だ！

次世代の日本を支える6つの分野

日
本
と
同
じ
よ
う
に
海
外
で
も
、
ナ

ノ
テ
ク
の
未
来
に
は
熱
い
視
線
が
注
が

れ
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
組
織
を
越
え

た
研
究
開
発
の
連
携
）
が
進
み
、
そ
の

研
究
・
開
発
の
ス
タ
イ
ル
も
、
従
来
の

「
技
術
の
収
得
・
補
完
」
を
志
向
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
型
か
ら
「
協
働
に
よ
る

価
値
創
造
」
を
志
向
す
る
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
型
へ
と
移
行
。
連
携
の
度
合
い
は

強
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ナ
ノ
テ
ク
は
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の

強
み
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
分
野
で
あ

り
、
実
際
、
世
界
的
に
見
て
も
高
い
優

位
性
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
強
固

な
基
盤
を
築
き
、
国
際
競
争
力
を
し
っ

か
り
と
保
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組

織
の
垣
根
を
越
え
た
結
び
つ
き
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。〝
官
〞
や
〝
学
〞、
さ
ら
に

は
〝
民
と
民
〞
が
共
に
取
り
組
む
こ
と

で
技
術
の
発
想
と
手
法
は
広
が
り
、
互

い
に
W
i
n─

W
i
n
の
関
係
を
も
た

ら
す
は
ず
で
す
。

魅
力
的
な
拠
点
形
成
へ
と
着
実
に
歩

む
T
I
A
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
波
が
、
こ
の
地
で
起
こ
り

始
め
て
い
ま
す
。

各国の
ナノテク研究拠点

科学技術立国ニッポンの底力
いよいよ本領発揮

N-MEMS
小型・省電力・高性能なデバイスを実現
産業界でニーズの高いΦ200/300mmの集積
N-MEMS試作ファンドリーの構築を目指し、大学や
産業界と連携して多様な共同研究の場を提供します。

ナノ材料
安全評価
ナノ材料の安全性に関する情報を発信、集約
事業者がナノ材料の安全性を確保するためのリスク評
価・管理手法を研究・開発し、ナノ材料の安全性に関
する国内外の情報を発信・集約します。

ナノグリーン
ナノテクノロジーを活用し、革新的環境技術を創出
物材機構が蓄積した環境技術を核とし、低炭素社会の
構築に貢献する革新的な太陽光発電材料や高性能なエ
ネルギー変換・貯蔵材料等の研究開発を行います。

ナノ
エレクトロニクス
新しいナノデバイスの創出に向けて
光や電子、微細化、新材料・新構造の応用により、新
機能や低消費電力性能を有するナノデバイスの実現を
目指します。

パワー
エレクトロニクス
省エネ素材SiCの実用化を加速
産総研のSiC（炭化ケイ素）研究を土台に自動車など
のユーザー企業、材料メーカー、デバイスメーカーが
連携してSiCパワーデバイスの製品化を加速します。

カーボンナノチューブの産業応用を推進
日本発のナノ新材料であるカーボンナノチューブの実
用化に向け、材料メーカーとの共同研究により複合材
料技術を開発・確立します。

カーボン
ナノチューブ

写真は、知と技術の連携が進む
TIAの拠点のひとつ、産総研。

産総研西事業所クリーンルーム

アメリカ
Albany

ベルギー
IMEC

シンガポール
Fusionopolis

フランス
MINATEC

日本
TIA

ナノテクは、日本のモノづくりの強みを発揮するのに絶好の分野です。

16METI Journal



18METI Journal19 METI Journal

エ
ア
コ
ン
や
自
動
車
の
イ
ン
バ
ー
タ

に
代
表
さ
れ
る
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
機
器
に
は
、
電
圧
、
電
流
、
周
波

数
な
ど
を
制
御
す
る
半
導
体
素
子
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
電
力

を
効
率
よ
く
利
用
す
る
た
め
の
省
エ
ネ

部
品
で
、
S
i
C─

S
B
D（
炭
化
ケ
イ

素
シ
ョ
ッ
ト
キ
ー
バ
リ
ア
ダ
イ
オ
ー

ド
）
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
私
は

富
士
電
機
で
こ
の
分
野
の
研
究
に
携
わ

り
、
3
年
前
に
製
品
化
を
目
指
し
て

「
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
T
I
A
）」
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
。

S
i
C
デ
バ
イ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の

S
i
（
シ
リ
コ
ン
）
デ
バ
イ
ス
と
比
較

し
て
、
理
論
上
は
電
力
変
換
時
の
ロ
ス

が
数
百
分
の
1
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
大
き
く
貢

献
す
る
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な

画
期
的
素
材
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
産
総
研
が
30
〜
40
年
も
か

け
て
積
み
上
げ
て
き
た
基
礎
研
究
を
活

か
す
こ
と
で
、
通
常
な
ら
7
年
は
か
か

る
と
思
わ
れ
る
S
i
C─

S
B
D
の
製

品
化
を
、
わ
ず
か
3
年
と
い
う
驚
異
的

な
ス
ピ
ー
ド
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
企
業
間
の
連

携
を
深
め
た
り
、
関
係
者
と
の
や
り
取

り
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
り
。
数
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
の

技
術
は
、
日
本
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

持
ち
、
世
界
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
後
も
他
国
に
遅
れ
を
と

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
半
導
体
の
分
野
は

細
分
化
が
進
み
、
単
独
の
企
業
が
す
べ

て
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
。

だ
か
ら
こ
そ
材
料
、
組
み
立
て
な
ど
、

各
領
域
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
が
集
ま
る
T
I
A
な
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
を
持
ち
寄
り
、
補
完
し
合
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

将
来
の
日
本
を
、
き
っ
と
支
え
る
で

あ
ろ
う
技
術
。
最
高
の
環
境
で
研
究
に

打
ち
込
め
る
の
は
、
や
り
が
い
も
ひ
と

し
お
で
す
ね
。

研
究
と
産
業
の
距
離
を
縮
め

実
用
化
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

学技術の複雑化・高度化及び社会のニー
ズの多様化に伴い、民間企業における研
究開発費用が大きく増大するなど、自社

内で全ての研究開発を行う今までのやり方が限界に
来ています。
　世界ではこのような現状に対応するため、オープ
ンイノベーションという研究開発の手法が広まって
います。これは研究開発に係る資金、知財、人材、
設備等を自社にのみ求めず、国内外の民間企業、大
学や公的研究機関にも求めていく研究開発手法です。
共通基盤的な研究開発を多くの研究機関が互いに連
携して行うことにより、研究開発に掛かるコストを
大幅に低減し、かつ研究開発を短期化することがで
きます。しかし、わが国では、まだ自社での技術開
発に重きが置かれておりオープンイノベーションが
十分広まっていません。
　そのような状況を打破する試みとして、筑波大学、
物質・材料研究機構、産業技術総合研究所及び産業
界が連携して運営するナノテク研究開発拠点「つく
ばイノベーションアリーナ（TIA）」があります。TIA
では産学官の共同研究だけでなく、1社では持つこ
とができない大型最新設備の共同利用や、革新的な
試作品の製造委託などができ、研究開発コストを低
減するサービスが提供され始めています。企業の皆
様がより活発に研究開発を行い、日本の産業競争力
強化につながるよう、今後とも私たちはTIAのよう

な取組を支援していきたいと思います。

科

TIAの成果に
期待してください 3つのコアインフラ

最先端を支える

│担当者の声

当
課
は
、
産
学
官
に
よ
る
研
究
開
発
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
左
か
ら
、
大
塚
亮
太
係
員
、

栫
井
誠
一
郎
課
長
補
佐
、
南
須
原
美
恵
係
員
。

産業技術環境局研究開発課

研
究
者
が
語
る

私
が「
つ
く
ば
」で
働
く
理
由

1 ナノテク共用施設
（NOUF:Nanotech Open User Facility）

産総研、物材機構の持つ貴重な先端装置を、産学
官の研究者・技術者に広く開放。効率的な研究は
もとより、人材育成の場としても機能します。

2 ナノデバイス
実証・評価ファンドリー

多様なデバイスの集積化検証を促進。また、多様
なシーズ・ニーズに基づくN-MEMSデバイスの

新技術・実用化の拠点を目指します。

産総研の施設で炭化ケイ素ショ
ットキーバリアダイオードの研
究・開発に取り組む辻さん。
「研究者間の情報交換も活発。
刺激を受ける機会も多いです」。

● 

つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ

● 

産
業
技
術
総
合
研
究
所

CLICK!

3 ナノテク大学院連携

筑波大学、東京理科大学、芝浦工業大学等の国内
大学をはじめ、産業界、そして海外大学。関係大
学・機関による、組織的・制度的な連携の構築を
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エ
ア
コ
ン
や
自
動
車
の
イ
ン
バ
ー
タ

に
代
表
さ
れ
る
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
機
器
に
は
、
電
圧
、
電
流
、
周
波

数
な
ど
を
制
御
す
る
半
導
体
素
子
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
電
力

を
効
率
よ
く
利
用
す
る
た
め
の
省
エ
ネ

部
品
で
、
S
i
C─

S
B
D（
炭
化
ケ
イ

素
シ
ョ
ッ
ト
キ
ー
バ
リ
ア
ダ
イ
オ
ー

ド
）
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
私
は

富
士
電
機
で
こ
の
分
野
の
研
究
に
携
わ

り
、
3
年
前
に
製
品
化
を
目
指
し
て

「
つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
T
I
A
）」
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
。

S
i
C
デ
バ
イ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の

S
i
（
シ
リ
コ
ン
）
デ
バ
イ
ス
と
比
較

し
て
、
理
論
上
は
電
力
変
換
時
の
ロ
ス

が
数
百
分
の
1
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用
と
環
境
負
荷
の
低
減
に
大
き
く
貢

献
す
る
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な

画
期
的
素
材
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
産
総
研
が
30
〜
40
年
も
か

け
て
積
み
上
げ
て
き
た
基
礎
研
究
を
活

か
す
こ
と
で
、
通
常
な
ら
7
年
は
か
か

る
と
思
わ
れ
る
S
i
C─

S
B
D
の
製

品
化
を
、
わ
ず
か
3
年
と
い
う
驚
異
的

な
ス
ピ
ー
ド
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
企
業
間
の
連

携
を
深
め
た
り
、
関
係
者
と
の
や
り
取

り
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
り
。
数
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
の

技
術
は
、
日
本
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

持
ち
、
世
界
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
後
も
他
国
に
遅
れ
を
と

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
半
導
体
の
分
野
は

細
分
化
が
進
み
、
単
独
の
企
業
が
す
べ

て
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
。

だ
か
ら
こ
そ
材
料
、
組
み
立
て
な
ど
、

各
領
域
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
が
集
ま
る
T
I
A
な
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
を
持
ち
寄
り
、
補
完
し
合
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

将
来
の
日
本
を
、
き
っ
と
支
え
る
で

あ
ろ
う
技
術
。
最
高
の
環
境
で
研
究
に

打
ち
込
め
る
の
は
、
や
り
が
い
も
ひ
と

し
お
で
す
ね
。

研
究
と
産
業
の
距
離
を
縮
め

実
用
化
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

学技術の複雑化・高度化及び社会のニー
ズの多様化に伴い、民間企業における研
究開発費用が大きく増大するなど、自社

内で全ての研究開発を行う今までのやり方が限界に
来ています。
　世界ではこのような現状に対応するため、オープ
ンイノベーションという研究開発の手法が広まって
います。これは研究開発に係る資金、知財、人材、
設備等を自社にのみ求めず、国内外の民間企業、大
学や公的研究機関にも求めていく研究開発手法です。
共通基盤的な研究開発を多くの研究機関が互いに連
携して行うことにより、研究開発に掛かるコストを
大幅に低減し、かつ研究開発を短期化することがで
きます。しかし、わが国では、まだ自社での技術開
発に重きが置かれておりオープンイノベーションが
十分広まっていません。
　そのような状況を打破する試みとして、筑波大学、
物質・材料研究機構、産業技術総合研究所及び産業
界が連携して運営するナノテク研究開発拠点「つく
ばイノベーションアリーナ（TIA）」があります。TIA
では産学官の共同研究だけでなく、1社では持つこ
とができない大型最新設備の共同利用や、革新的な
試作品の製造委託などができ、研究開発コストを低
減するサービスが提供され始めています。企業の皆
様がより活発に研究開発を行い、日本の産業競争力
強化につながるよう、今後とも私たちはTIAのよう

な取組を支援していきたいと思います。

科

TIAの成果に
期待してください 3つのコアインフラ

最先端を支える

│担当者の声

当
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を
支
援
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て
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ま
す
。
左
か
ら
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大
塚
亮
太
係
員
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栫
井
誠
一
郎
課
長
補
佐
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南
須
原
美
恵
係
員
。
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る
」
と
回
答
し
た
企
業
が
3
割
を
超
え
、

「
工
場
の
立
地
に
関
す
る
規
制
が
厳
し

い
」
と
回
答
し
た
企
業
と
併
せ
る
と
約

6
割
の
企
業
が
国
内
の
立
地
規
制
に
不

満
が
あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
各
規
制
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
立
地

が
世
界
的
な
競
争
に
な
っ
て
い
る
中
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
立
地
環
境
は
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破

す
る
た
め
に
取
り
組
む
各
地
域
の
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
事
例
及
び
工
場
立
地

相
談
窓
口
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

時
に
は
、
自
治
体
の
判
断
で
当
該
期
間

を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
市
で
は
、
相
談
が
あ
っ
た
際
な
ど

事
前
に
担
当
者
が
、
適
合
性
を
確
認
す

る
事
に
よ
り
、
10
日
間
で
手
続
き
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
10
日
間
で
手

続
き
が
可
能
で
あ
る
旨
を
H
P
上
公
表

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、

工
場
立
地
を
早
く
行
い
た
い
と
い
う
企

業
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

B
市
で
は
、
平
成
19
年
よ
り
立
地
に

か
か
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
全
て

24
時
間
以
内
に
回
答
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
内
容
は
、
企
業
立
地
手

続
き
に
関
す
る
こ
と
か
ら
電
力
等
産
業

イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
こ
と
ま
で
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
市
で
は
、
様
々
な
デ
ー
タ

を
詳
細
に
把
握
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

情
報
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
24
時
間
以

内
の
回
答
を
徹
底
し
、
企
業
立
地
の
迅

速
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

企
業
が
工
場
の
新
増
設
を
行
う
場
合
、

自
治
体
へ
の
事
前
届
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
90
日
間
は
着
工

し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
内
容
が
相
当
と
認
め
る

平成22年11月、日本国内投資促進プログラムにおいて
企業立地促進総合プランを策定しました。
国内への投資が低迷する中、立地しやすい環境の整備が求められております。
ここでは企業立地促進総合プランに基づく地域の優良な取組などをご紹介します。

企業立地促進総合プランについて

Special Report

規制・手続の工夫による
迅速で円滑な工場立地の実現

［企業立地促進総合プランのポイント］
国内の投資を促進させるため、
企業の立地や投資の障壁を除去！

1.国内投資促進のためのベストプラクティス集
地方自治体の優良取組事例を策定し、全国に展開。

2.工場立地相談窓口の設置
規制に悩む事業者の方の問題を各地域の専門家が解決。

3.国内投資促進地域本部の設置
規制改革の要望や各地域の投資策を検討。

企
業
が
立
地
を
し
、
操
業
を
行
う
た

め
に
は
、
数
多
く
の
規
制
手
続
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
手

続
を
実
施
す
る
た
め
に
、
県
庁
内
の
20

以
上
も
の
課
室
を
訪
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ケ
ー
ス
や
、
投
資
決
定
か
ら
操
業

開
始
ま
で
、
4
年
程
度
か
か
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
よ
う
で
す
。

経
済
産
業
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
迅

速
な
工
場
立
地
の
障
害
と
し
て
、「
行

政
に
よ
る
規
制
の
手
続
に
時
間
が
か
か

応援します！！
企業立地

国内で工場立地をした際に、
迅速な立地を行う障害となった点について

（出所）経済産業省によるヒアリング調査

企業にとって実効性がある「真」の
ワンストップサービス化の取組事例

企業の声
「
手
続
き
の
迅
速
化
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
届
出
が
大

幅
に
遅
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
制
限
期
間
が
短
く
、
柔

軟
に
対
応
し
て
頂
い
た
。」

企業の声
「
工
場
団
地
、
産
業
イ
ン
フ

ラ
に
関
す
る
情
報
だ
け
で
な

く
、
積
雪
や
既
存
企
業
の
情

報
な
ど
き
め
細
や
か
な
デ
ー

タ
が
迅
速
に
提
供
さ
れ
、
大

変
助
か
っ
た
。」 33%

24%
14%

13%

9%
7%

工場の立地に関する
規制が厳しい

ふさわしい用地を
見つけるのに時間がかかる

行政による規制の手続に
時間がかかる

周辺住民との
調整

インフラが
十分整備されていない

その他

B市

回答 相談

全て
24時間
以内

標準的な市町村の取扱い

A市の取扱い

90日間は着工不可

10日間で着工可能

10日間を
広く周知

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
事
例
2

24
時
間
以
内
に
対
応
せ
よ
！

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
事
例
1

1
／
9
の

手
続
き
期
間
短
縮
を
実
現
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企
業
が
立
地
を
し
、
操
業
を
行
う
た

め
に
は
、
数
多
く
の
規
制
手
続
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
手

続
を
実
施
す
る
た
め
に
、
県
庁
内
の
20

以
上
も
の
課
室
を
訪
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ケ
ー
ス
や
、
投
資
決
定
か
ら
操
業

開
始
ま
で
、
4
年
程
度
か
か
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
よ
う
で
す
。

経
済
産
業
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
迅
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な
工
場
立
地
の
障
害
と
し
て
、「
行

政
に
よ
る
規
制
の
手
続
に
時
間
が
か
か

応援します！！
企業立地

国内で工場立地をした際に、
迅速な立地を行う障害となった点について

（出所）経済産業省によるヒアリング調査

企業にとって実効性がある「真」の
ワンストップサービス化の取組事例

企業の声
「
手
続
き
の
迅
速
化
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
届
出
が
大

幅
に
遅
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
制
限
期
間
が
短
く
、
柔

軟
に
対
応
し
て
頂
い
た
。」

企業の声
「
工
場
団
地
、
産
業
イ
ン
フ

ラ
に
関
す
る
情
報
だ
け
で
な

く
、
積
雪
や
既
存
企
業
の
情

報
な
ど
き
め
細
や
か
な
デ
ー

タ
が
迅
速
に
提
供
さ
れ
、
大

変
助
か
っ
た
。」 33%
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工場の立地に関する
規制が厳しい
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調整

インフラが
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た
事
業
者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

経
済
産
業
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

者
の
方
の
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
工
場

立
地
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
10
ヶ
所
、
各
経
済
産
業
局
に
立

地
に
関
す
る
諸
規
制
、
工
業
団
地
造
成
、

企
業
誘
致
等
に
精
通
し
て
い
る
専
門
家

が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
立
地

に
関
す
る
お
悩
み
等
が
あ
る
場
合
は
、

是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
経
済
産
業
局
が
中
心
と
な
り
、
地

域
の
経
済
界
や
自
治
体
を
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
国
内
投
資
促
進
地
域
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
。
立
地
規
制
に
対
す
る
要

望
や
各
地
域
に
応
じ
投
資
策
を
検
討
す

る
場
と
し
て
、
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、「
人
事
異
動
で
担
当

者
が
変
わ
り
、
過
去
の
話
が
し
づ
ら
く

な
っ
て
困
っ
た
」
と
い
う
誘
致
企
業
の

声
。C

県
で
は
企
業
誘
致
を
県
政
の
重
要

施
策
に
掲
げ
て
お
り
、
知
事
の
発
案
に

よ
り
「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
ス
タ
ッ
フ
制

度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
ス
タ
ッ
フ
制
度
と

は
企
業
誘
致
担
当
課
か
ら
異
動
後
で
あ

っ
て
も
、
年
2
回
の
定
期
訪
問
で
情
報

提
供
や
要
望
の
受
付
等
を
行
い
、
永
続

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
も
の
で

す
。現

在
、
20
数
名
の
職
員
が
分
担
し
て
、

製
造
業
、
流
通
業
な
ど
約
50
社
の
企
業

を
担
当
し
て
お
り
、
県
内
企
業
に
広
く

周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

Special Report column

工
場
立
地

相
談
窓
口
に
つ
い
て

国
内
投
資

促
進
地
域
本
部
に
つ
い
て

● 

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集

● 

工
場
立
地
相
談
窓
口

CLICK!

「
現
在
の
工
場
の
隣
地
を
取
得
拡
張
し

た
い
が
、
土
地
利
用
規
制
が
あ
る
。」

「
新
た
に
工
場
を
建
設
し
た
い
の
で
用

地
を
探
し
て
い
る
。」

こ
の
よ
う
な
事
例
で
お
困
り
に
な
っ

日本国内投資促進プログラム
「成長促進型（プロ・グロース）」政策推進宣言

　国内投資を巡る状況は深刻であります。日本を
魅力ある投資先として再生させるため、官民一体
となって「日本国内投資促進プログラム」を策定
しました。
　投資の主役である民間は、これまでの守りの経
営から攻めの経営に転換し、将来を見据えた積極
的な投資を行い、競争力の強化や国内雇用の拡大
に取り組みます。　　
　政府は、円高・デフレに対応した適切な経済運
営に加え、民間の投資拡大に向けた取組を支援す
るため、政策を徹底的に検証し、世界最高水準の

投資事業環境を整備するとともに、将来の成長分
野における需要・投資先の開拓を行います。
　国内投資は成長のエンジンであります。産業界、
労働界、政府、地方自治体は、それぞれの課題に
総力を挙げて取り組み、国内投資を拡大し雇用を
創出することで、産業空洞化の危機を強固な意志
と実行力で乗り越えていきます。

CLICK!
● 日本国内投資促進プログラム
● 国内投資促進円卓会議

（出所）2008年度までは国民経済計算年報、2009年度は四半期GDP速報値。2010年度以降は、政府が、①実質的な税負担の軽減を伴う法人税減
税、②研究開発支援、③EPAの推進を講じた場合の日本経済団体連合会の投資行動目標。

アフターフォローの充実による
既存企業の投資促進策

日本経済団体連合会の投資行動目標

（平成22年11月策定）

企業の声

「
過
去
の
複
雑
な
経
緯
に
つ

い
て
新
担
当
に
説
明
す
る
手

間
が
省
け
、
安
心
し
て
相
談

が
で
き
、
感
謝
し
て
い
る
。」

（出所）経済産業省 工場立地動向調査。2010年上期の工場立地動向調査件数は、半期毎に調査を開始した1980年以来、過去最低の立地件数となった。

工場立地件数、工場立地面積の推移
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しました。
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（出所）2008年度までは国民経済計算年報、2009年度は四半期GDP速報値。2010年度以降は、政府が、①実質的な税負担の軽減を伴う法人税減
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け
、
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（出所）経済産業省 工場立地動向調査。2010年上期の工場立地動向調査件数は、半期毎に調査を開始した1980年以来、過去最低の立地件数となった。
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